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不純物効果の1/n展開

出 浦 一 夫

近年,臨界現象に於ける不純物効果の問題が,注目されるようになった｡ここでは,

不純物効果の問題 として,WeaklyRandomspinsystemの1/n展開について述べる.

取 ｡扱 うモデルは,′､ミル トニアンが,-β-y-与 ∑KL,(i-aPと)(1-aP,)ol(-)

0,(Tn)+h∑(1-aP乙)ol(,a)で与えられる古典的 n-vectormodelとし, そのquenched

caseを考えるO (Pl: randomparameter, Pl-P,a:smallparameter)このノ､ミル トニ

ァンにより,通常の1/n展開の方法を実行するoここで, n--,0(a2)までの状態方

程式はすでに求められていて,1)2)その結果,ランダムネスは,臨界指数に寄与 しないこと

がわかっている｡そこで, n--,0(a3),o(1/n,a2)までの指数を計算してみた.鰭

果は, n--,0(a2)の場合と同様に臨界指数-のランダムネスの寄与はない.まず,

a-∞.o(a3)あるい払 0(1/n,a2)までの状態方程式および相関関数 を求める｡

n-∞,o(a3)では,

状態方程式

K-(pureな時の項 ,-# a2k∑鮒 -E3a3.Kl･K2}
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相関関数

Kx(q)-(pureな時の項 )+K2a292(q)か
9(q-P)-9(p)+M28qp

-K3a392(q)(∑l+∑2)

o(1/n,a2)では,

K-(pureな時の項 )-K2a2%∑鉱 一K2a2i {Ka･KJ Ka2+Kb･馬1

+Kd+Kd2)

Kx(q)- (pureな時の項 )+K2a292(q)忘=
9(q-P)-9(p)+MZSqp

-K2a2i92(q)†∑a･∑al･Ea2+=b･=bl･∑d.∑d21

ここでselr･energy∑ 1,∑2は,
∠ n ∠竺さで与

えられ,∑ a～∑d2はpurecaseの0(1/n2)の∑ a～∑d2の グラフに白丸を任意のyM線の一

つにつけたもので与えられる｡これらにより,臨界指数 7およびPが求められる｡

1)符andβuptoO(a3)

･およびKよりlogter- を引き出せば,∑ 1- - ∑ 2- -2( Kd )2Ai (‡ -1)百砦

q2.nqK1--K2-2(1+2(d-3))(Kd)2At ち宝 諾 M2.nMとなり相殺するO

2) qandPuptoo(1/n,a2)

o(1/n,a2)ではO(a3)の時と事情が少 し異なり,

そこで関数 C-N12∑* lP(q-k,-9(k,],

を定義 して,グラフより引いてやる｡

血-(colで10+711)lnq+CllXoo

-63-

B-i 2∑

log発散以上の項がでてくる｡

4[JM(p-q)9(p)9(q)

(p)yM(q)



出浦-夫

ここで, q l- Kc2a2AiKd (‡ -1)ォ 笠

71｡ -‡Kdま(‡-1)

且 -4(2BoIP,.-PIT)lnM+4(2BIO+β..)Bol-2B‖
Koo

こ こ で, β｡1-2lnKdま (2d-5)す㌢

B.1--igc2a2KdAl21(4d-ll)了雲

∑およびKよ りlogterm を引き出せば,

∑ α 4(‡ -1)2

∑a1 -4(-ま-1)2

∑ α2- C -2(チ-1)2

∑b

i/,,-(:

∑d-2C

㍍ 2+4C

4(言--1)

-4(3-1)

-8(チ-1) 16(a-3)(言十L)

8(‡-1) -16(a-3)(号-1)

-2(‡-1)2

I,1-2Kc212(Kd,2Ai(‡11)2A d721nq- C｡1符1｡q-2lnq
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よって, ギ11=O

Kα

Kal

8(d-3) 16(d-3)2-12(d13)(‡-1) 14(‡-1)

8(d-3)(-d4--1) 4(‡-1)

Ka2+B 2 4(d-3)

Kb -4 --8(a-3)

Kb,+B 4 8(d-3)

Kd+2B 8

Kd2-4B -8

-32(a-3)2

32(a-3)2

4(i-3)(ま-1)

2 12(d-3) 16(d-3)2

K11--2(4d-ll)(2d-5,Kc2;2(Kd,2i32ilを誓 M2lnM-8B.lP.oM2,nM

よって, β11=0
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P.T.P.は Prog.Theor.Phys.の略

AgBr微細結晶に於けるパルス光伝導

平 野 昭 裕

固体内の伝導現象の測定は,物質の電子状態を探る上に最も基本的かつ重要な手段の

一つである｡銀ハライ ドに対 しても古 くから行なわれてお り,電子乃至正孔がポーラロ

ンを構成 していることが明 らかになるとともに,その挙動に関して多くの情報が提供 さ
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